
◆問合先　総合福祉センター介護福祉課　☎0745－79－0802

あなたの認知症観、

アップデートしませんか?

認知症になったら身の回りのことが何もできなくなる…。そう思ってはいませんか？
認知症になっても自分らしく生活をしている人はたくさんいます。あなたの認知症へのイメージをアップデートしませんか？

認知症の人やその家族、地域住民など、誰でも気軽に集える場所です。認知症について知る、
考えることができます。気軽に訪れてみませんか。

『チームオレンジ「いこい」　ゆるほぐしチャレンジ』

●活動内容

『チームオレンジカフェ　「五ゆるり」』

●活動内容

『傾聴・チームオレンジ ほっこりおしゃべりタイム』

●活動内容

●活動内容

『わくわくサロン「絆」　あしびオレンジカフェ』

●活動内容

香芝市 チームオレンジ

『旭ケ丘ふれあいオレンジカフェ』

●活動内容

市HP

特集

『傾聴・チームオレンジ　「ほっこりカフェ」』

毎月1回開催しています。もの忘れが気になるかたやその家
族が抱える悩みをお聴きしています。

２か月に１回（偶数月）開催しています。もの忘れが気にな
るかたと一緒に、座りながらゆったりとしたレクリエーションを
行い、心と身体をほぐします。

２か月に１回（奇数月）、五位堂公民館で開催しています。
ご近所にお茶をしに行くような感覚でお立ち寄りください。

認知症などに関する専門職のかたのお話を聞いたり、体操
や脳トレなどを行います。

２か月に１回（奇数月）、あしびハイツ集会所で開催してい
ます。
認知症に関わる講座や認知症予防につながる手軽な運動

なども取り入れています。

毎月１回、総合福祉センターで開催しています。
認知症になっても、自分らしく安心して暮らし続けていけるよ
うに、支え合う交流の場です。

認知症になったら何もできなくなるのではなく、認知症になってからも、住み慣れた地域で仲間とつながりながら、
希望を持って自分らしく暮らし続けることができるという考え方です。

国が策定している「認知症施策推進基本計画」には「認知症は誰もがなり得る」と記載されています。一人
一人が自分事として捉え、誰もが自分らしく生き生きと暮らせる環境を作っていきましょう。

・何もわからない、できなくなる

・別人のようになってしまう

・外に出ない、出さない

・周囲の介護が増えて大変

・医療や介護サービスは家族が考える

・他人事／なりたくない

・できること、やりたいことがある

・自分らしく、のびのび、堂々と

・住み慣れた地域で楽しく暮らせる

・社会の力で、周囲も自分も楽しく

・医療や介護サービスは自分で考える

・自分事／誰でもなる可能性がある

オレンジDays

香芝市認知症啓発イベント

◆場所　香芝市総合福祉センター　多目的室

◆日時　9月４日（金）、５日（土）

13：00～16：00

～カメラを向けて、初めて気づいた。
両親がお互いを思いあっているということ～
母、８７歳、認知症。父、９５歳、初めての家事。娘である「私」の視点から、

認知症の患者を抱えた家族の内側を丹念に描いたドキュメンタリー。
娘として手をさしのべつつも、制作者としてのまなざしを愛する両親に

まっすぐに向けた意欲作です。

定員

各日８０名（先着）

認知症の基礎知識と認知症のかたとの関わりのポイ
ントをお伝えします。
認知症のかたも周りのかたも安心して過ごせるため
の工夫を一緒に考えましょう。
◆講師　久保優子氏（奈良県介護福祉士会会長）

認知症について正しく理解し、温かく見守るまちを一緒に
作りましょう。認知症サポーター養成講座の内容を交えて
お伝えします。
◆講師　室谷牧子氏（畿央大学看護医療学科准教授）

第2部　家族介護教室

◆申込　電話または申込フォームにて申込

◆問合先　総合福祉センター介護福祉課　☎０７４５－７９－０８０２

９月４日（金） ９月5日（土）

権利擁護講演会

認知症になった場合、もしかしたら自分の考えをうまく伝えられなかったり、財産管理ができなくなったりするかもしれません。
これからを、自分らしくよりよく生きるため、任意後見制度や成年後見制度、自分や大切な家族のために考えておきたいお
金や遺言書について説明します。

～誰もが安心して暮らせるように～

第2部　認知症講演会
～新しい認知症観を知っていますか～

「成年後見と遺言に関する講演会」

◆問合先　総合福祉センター介護福祉課　☎0745-79-0802

◆日時　10月２日（金）13：30～15：00 ◆定員　３０名
◆場所　総合福祉センター３階　会議室１ ◆講師　西本雅彦氏（リーガルサポート奈良支部　司法書士）
◆対象　市内在住、在学または在勤のかた ◆申込　８月２４日（月）9：00以降、電話にて申込

「ぼけますから、よろしくお願いします。」

第１部　映画上映会

申込フォーム

2 令和８年８月３日


